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DMMとグリーンリバーホールディングスが埼玉県深谷市で 

太陽光利用型植物工場「Veggie」による水耕栽培装置の実証実験を開始 
～スマートシティ構想を視野に新しい未来型農業の取り組み方を提案～ 

 

合同会社DMM.com（本社：東京都港区六本木、 会長 兼 CEO：亀山敬司、以下、DMM）と、ＩｏＴを活用した農業を

推進するグリーンリバーホールディングス株式会社（福岡県福岡市、代表取締役：長瀬勝義、以下GRHD）は、太

陽光利用型植物工場「Veggie」を埼玉県深谷市に設置し、移動可能な水耕栽培装置の実現性評価を目的とした

実証実験（以下「深谷PoC」という。）を2020年10月より着工いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜太陽光利用型植物工場「Veggie」＞ 

【取組みの経緯】 

2019年10月、埼玉県深谷市が主催した農業課題を解決する技術や事業プランを全国から募るビジネスコンテス

ト「ディープバレーアグリテックアワード2019」のプロダクト部門で、GRHDが最優秀賞を受賞し、2020年4月に同

市の出資を受け入れました。（※） 

この度、深谷市の農業課題の解決に向け、「スマートシティ構想を見据えた新しい農業」の構築を目指すGRHD

と、同社の理念に賛同したDMMは、Ｖｅｇｇｉｅを用いたPoC（Proof of Concept）を深谷市にて、「深谷PoC」として

共同事業を実行してまいります。 
（※関連記事ＵＲＬhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/soshiki/hisho/hisho/tanto/sicyo/shityokisyakaikenhappyo/kisyakaiken/1588047705231.html） 

 

「深谷PoC」は賃貸型での水耕栽培装置の運営を想定しており、設備など動産の保有をDMMが行い、農業主体

者については、GRHD傘下の農業ベンチャーであるグリーンラボ株式会社と地元企業を予定しています。 

「深谷PoC」では以下の項目を実証してまいります。 

 

①賃貸型水耕栽培装置の可能性評価 

イニシャルコストが大きく、導入が進まない水耕栽培装置や植物工場をサブスクリプション化することにより、就

農者増の可能性や副業モデルの可能性評価をおこなう。 

②自家消費型再エネ利用の植物工場の実現性評価 

http://www.city.fukaya.saitama.jp/soshiki/hisho/hisho/tanto/sicyo/shityokisyakaikenhappyo/kisyakaiken/1588047705231.html


地産地消エネルギーを利用し、環境負荷の少ない持続可能な農業の実現性評価をおこなう。 

 

③農福連携のスタートアップ支援 

農業を始めたい障がい者支援施設等を対象に、大きな投資を必要としない新たな農福連携事業を開始する為

の評価をおこなう。 

 

④狭小高効率の水耕栽培装置によるＣｏ２削減量を計測し、環境影響を評価 

センサーを設置することによりＣｏ２の消費量を計測し、環境影響の評価をおこなう。 

 

⑤その他 

継続性、再現性の評価等をおこなう。 

 

【Ｖｅｇｇｉｅとは】 

移動可能な小型の農業用鉄骨ハウスとしてGRHDグループが2016年に開発し2020年まで（3年間）試験稼働を

行ってきました。大きさは20フィートコンテナと略同等。縦型水耕栽培装置（Ｂｉ－Ｇｒｏｗ）、養液管理装置、空調機

等を搭載し、トラックなどで移動できるため、設置場所を選ぶことなく水耕栽培を稼働することが可能です。 

 

【今後の展開】 

深谷PoCは2020年10月より着工・2021年1月本格始動し、約2年の実証期間を予定しています。評価性指標達成

後には深谷PoCモデルを全国の自治体に展開し、更には、豊かな地方ならではの働き方「アグリワーケーション

（※）」を推進してまいります。 

※アグリワーケーションとは、「Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ（農業）」と「Ｗｏｒｋ（労働）」と「Ｖａｃａｔｉｏｎ（休暇）」を同時にかなえる造語であり、本業をリ

モートワークなどで行いながら、別の場所や空いた時間で農業を楽しむ新たな地方での働き方のことを指します。 

 

【深谷ＰｏＣ後の将来展望】 

現在の社会情勢の中、今後はスマートシティ構想により都市から地方への人的資源の分散が考えられます。私

たちの取組みは、コロナ禍での新しい働き方、農業の副業化の可能性、ワークライフバランス、ダイバーシティ推

進（ジェンダーレス、地方の優秀な人材、障がい者や特定求職者等の有効な活用）等を踏まえ、農業のカテゴ

リーにとどまらず、持続可能な豊かな生活の実現を目指してまいります。 

また、全国のスマートシティ構想への提案を行い、導入を目指してまいります。 

 



【会社概要】 

■グリーンリバーホールディングス株式会社　 

太陽光発電所の施工を手掛けるグリーンリバー㈱、農業資材・設備の販売および農産物の生産・販売を手掛

け、独自開発の縦型水耕栽培装置による次世代農業事業を展開しているグリーンラボ㈱の2社を傘下に置き、

「技術革新で人々の幸せを実現する。」をミッションに、地域資源を集約し、拡張することで日本の課題を解決し、

豊かで魅力ある地域の実現に貢献してまいります。 

URL：https://www.greenriver-hd.co.jp 

 

■合同会社 DMM.com  

1998年の創業からこれまで、動画配信、GAME、証券、英会話、アニメ、プログラミングスクール、3Dプリント、エ

ナジー、フットボール、オンラインサロンなど領域を問わず、40を超える事業を展開してまいりました。 

今後も、コーポレートメッセージ「誰もが見たくなる未来。」とともに、変化と進化を繰り返しながら、新たな事業に

挑戦してまいります。 

URL：https://dmm-corp.com/ 

 

DMMエナジー事業について 

グループ企業ならではの経営基盤を活かし、自然エネルギー事業を幅広く展開。自社ブランドの住宅用太陽光

発電システムや住宅用蓄電池の販売を始め、国内・国外問わず多岐にわたるメーカーの太陽光発電関連部材

の卸売業、自社発電所(メガソーラー)の開発・運営、太陽光発電所の保守サービス業等、多角的に事業を進め

ています。 

URL　：https://energy.dmm.com/ 

 

 

【本共同事業に関するお問い合わせ先】 

合同会社DMM.com　エナジー事業 

東京都港区六本木3－2－1　住友不動産六本木グランドタワー24F 

TEL： 0120-656-065（連絡可能時間帯：平日10:00～18:00）　担当：新藤 

E-MAIL：info-energy@dmm.com 

 

グリーンリバーホールディングス株式会社 

東京都千代田区神田須田町2-9-2 

TEL：03-5289-7358（連絡可能時間帯：平日10：00～18：00）　担当：社長室　取締役　遠藤 

E-Mail：saf.info@greenriver-hd.co.jp 

 

 

【報道関係者からのお問い合わせ先】 

DMM.com 広報部 

TEL：03-5797-8926（連絡可能時間帯：平日10:00～19:00） 

E-MAIL：release-dmm@dmm.com 
 

グリーンリバーホールディングス　社長室 

TEL：092-471-7332（連絡可能時間帯：平日10：00～18：00） 

E-MAIL：saf.info@greenriver-hd.co.jp 
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